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§1. はじめに
成長パターンは通常,フラクタル次元 dfだけで特徴づけられることが多い｡しかしながら
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ランダムなフラクタルパターンを形成するDI｣Aに関する多くの研究が行なわれているが,
ここでは可逆的なプロセスで再構築されるDLA(BJモデル(1))を議論する｡ このモデルは平
衡系における"臨界状態'を実現するため平衡状態と非平衡状態の橋渡しをする興味深い統計
力学の対象 となる｡
BJモデルは次のようなものであるO(1)任意のループのないクラスターを用意し,唯一のボン
ドでクラスターの他の部分と連結 している先端粒子の 1個をランダムに選び,ボンドを切断し
再びクラスターに付着するまでランダムウオークさせる｡もし遠方に飛び去ってしまった場合
には,任意の遠方点から放出した別の粒子をランダムウオークを経て付着させクラスターの粒
子数を保存する｡このようなプロセスを繰 り返すと,初期のクラスターがどのような形状であ
れ一定の回転半径 Rgをもっ定常状態に漸近していくo
我々は先に定常状態におけるクラスターのフラクタル次元dfを解析的に求めた52)その結果
は
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